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創 立 141周 年 伊 佐 市 立 牛 尾 小 学 校 令 和 ５ 年 度 学 校 だ より ２ 月 号

２ 月に 入 り ま し た 。 暦 の上 で は 立 春 ， 春 の 訪 れ です 。 校 庭 の 芝 生 が 全 面

茶 色 から 所 々 緑 色 へ と 変 化し て き ま し た 。 伊 佐 の 厳し い 寒 さ は ， 昨 年 と 比

較 し ても 穏 や か に 感 じ ま す。 だ た ， イ ン フ ル エ ン ザ及 び コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 につ き ま し て は 現 在 も十 分 に 気 を 付 け る 必 要 があ る と 思 い ま す 。

さ て， 学 年 末 を 控 え 子 ども た ち は ， 当 該 学 年 で 学習 す る 内 容 の 取 り こ ぼ

し が ない よ う に 「 学 年 の まと め 」 に 取 り 組 ん で い ます 。 学 習 は ， 簡 単 に 身

に 付 く も の で は な く 地 道 に コ ツ コ ツ 努 力 し 積 み 上 げ て い く こ と が 大 切 で す 。

し か し， コ ツ コ ツ こ な す こと が よ い と 分 か っ て い ても な か な か で き な い も

の で あり ま す が ， 子 ど も たち に 身 に 付 け て 欲 し い 大切 な こ と で す 。

作 家「 印 南 敦 史 氏 」 が 「先 延 ば し を な く し て ， 毎日 コ ツ コ ツ や る 」 と 物

事 が スム ー ズ に 進 む だ け でな く ， 心 が 軽 く な る ， 人か ら 信 頼 さ れ る ， 生 活

の リ ズム が 生 ま れ る な ど 人生 に お け る メ リ ッ ト が たく さ ん あ る と お っ し ゃ

っ て いま す 。 そ し て ， 身 に付 け る ポ イ ン ト は，「 やら な く て は だ め」 では

な く 「や っ た ほ う が 楽 」 と前 向 き に 考 え る こ と ， そし て ， コ ツ コ ツ を 楽 し

む こ とが 大 切 だ と も お っ しゃ っ て い ま す 。 ま さ に その 通 り だ な と 共 感 し ま

し た 。小 学 校 で は ， 基 本 的生 活 習 慣 の 確 立 が 人 間 形成 の 土 台 を つ く る 上 で

重 要 視し て い ま す 。 朝 起 きて 顔 を 洗 い ， 家 族 に あ った ら あ い さ つ し ， 身 支

度 を 済ま せ ， 御 飯 を 食 べ ，歯 磨 き し ， 忘 れ 物 最 終 チェ ッ ク を し て ，「 行っ

て き ます の あ い さ つ を し て学 校 へ 向 か う 。 学 校 で 学ん で 帰 宅 し ， 家 の 用 事

を 済 ませ た り ， 習 い 事 を した り ， 宿 題 を 済 ま せ た り， 明 日 の 準 備 し た り し

た 後 ，風 呂 に 入 り ， 夕 食 を取 り ， 自 由 な 時 間 を 楽 しみ ， 就 寝 す る 。 順 序 の

違 い や内 容 の 違 い は あ れ ど，こ の １ 日の リ ズ ム を 大 切 に する こ と が 重 要 で す 。

「 お なじ 事 を 続 け る の は つま ら な い 」 と 思 い が ち です が ，「 同 じ こと 」は

生 活 に規 律 を も た ら し ，「無 意 識 の 充 実 感 」 が得 ら れ ， 毎 日 同 じ こと を続

け る こと は 意 外 と 心 地 よ いこ と で も あ り ま す 。

学 習 に 毎 日 コ ツ コ ツ 取 り 組 む た め に は ， 生 活 の リ ズ ム を 整 え る と と も に ，

こ つ こつ や る こ と の よ さ やで き た こ と に 対 す る 評 価（ 賞 賛 ） を 適 切 に 行 い

意 欲 付け を 図 る こ ど だ と 思い ま す 。 私 た ち の 世 代 では ， 例 と し て ， 農 家 の

方 々 の 「 段 取 り 」， 毎 日 の 地 道 な 作 業 ， そ れ に 沿 っ た 生 活 ス タ イ ル に よ り ，

我 が 子に 身 に 付 け さ せ て いた 基 本 的 な 生 活 習 慣 で すが ，社会 の 変 化 ・ 多 様 化 ，

情 報 機器 の 発 達 等 に よ り ，各 家 庭 の 生 活 ス タ イ ル は様 々 な っ て き ま し た 。

し か し， 子 ど も た ち が 身 に付 け る べ き 素 養 は 不 変 だと 思 い ま す 。「 頑 張る

牛 尾 っ子 」 を 育 て る た め に， 家 庭 や 地 域 と 協 力 し て「 基 本 を 身 に 付 け た 子

ど も 」を 育 て て い き た い と思 い ま す 。
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☆ 子 ど も た ち ・ 学 校 の 様 子 （ １ 月 末 ま で ）

【始業式】

今年の目標を

堂々と発表したよ！

【雪あそび】

みんなで雪合戦や

かまくら作りをしたよ!

【グローブ寄贈】

大谷選手からの

グローブで好プレイ!

〔 ２ 月 の 主 な 行 事 予 定 〕 〔 ３ 月 の 主 な 行 事 予 定 〕

２月７日（水） クラブ活動（最終）

８日（木） 新１年生一日体験･入学説明会

９日（金） 委員会活動

19 日（月） 授業参観・学級ＰＴＡ

第２回学校保健委員会

第５回学校運営協議会

28 日（水） 縄跳び発表会

アスリート派遣体育学習

〈子どもの学力を考える会〉
１月 15 日（月）に第３回子どもの

学力を考える会が行われました。「子
育ての原点を求めて」をテーマに内倉
昭夫家庭教育専門指導員が講演をして
くださいました。子どもの自己有用感
や自己肯定感を高めるための具体的な
方法や声かけなど家庭や学校ですぐに
実践できることを教えていただきまし
た。「やる気は ほめ言葉で育つ!!」
改めて子どもたちへの声かけを振り返
るよい機会となりました。今後も家庭
・地域・学校が一体となって，子ども
たちの成長を支援していきます。御協
力よろしくお願いします。

３月１日（金） お別れ遠足（十曽池公園）

８日（金） 委員会活動

15 日（金） 児童委員会

21 日（木） 卒業式準備（３～５年）

22 日（金） 卒業式

25 日（月） 修了式・離任式

26 日（火） 学年末学年始休業

転退職教職員送別会

〈伊佐ふるさと検定〉
１月 29 日（月）に伊佐ふる

さと検定を４～６年生が受けま
した。事前に練習問題に取り組
み，伊佐の自然や歴史・文化な
どの知識を広げていきました。
見事９人が合格（基礎・応用）
することができました。おめで
とうございます。これからも伊
佐についての知識を豊かにもち，
ふるさとを大切に思う気持ちを
大きくしてほしいです。
みなさんも下記の問題にチャ

レンジしてみましょう。
Ｑ１：伊佐の富士山と呼ばれる

きれいな形の山は？
①十曽岳 ②高熊山 ③鳥神岡

Ｑ２：伊佐市が 2014・2015 年
に県 1 位になった○○ラン
キングとは？

①健康 ②安全 ③住みよさ

Ｑ３：大口高等学校が９回全
国大会に出場したスポー
ツは？

①テニス②サッカー③ラグビー
【答え】
Ｑ１：③ Ｑ２：③ Ｑ３：③

〈陶芸教室〉
１月 19 日（金）に陶芸教室を行い

ました。地域おこし協力隊の佐野るり
さんが講師として来校しました。６年
生の卒業記念製作として自分の「飯碗
：めしわん」（ご飯茶碗）を作製しま
した。子どもたちは，自分の食欲に合
わせた大きさやデザインを考えていま
した。ろくろを上手に使って，指先で
粘土を碗形に整えていきました。最後
に竹串でイラストを描いたり，好きな
文字・名前を書いたりして素敵な作品
に仕上げました。後日，窯で焼かれて
から手元に届く予定です。毎日の食事
がより一層楽しくなることでしょう。


